
スケジュール

【1部】国際輸送の手段、輸送コストの安定化
  基本的な国際輸送の理解
 (株)ペガサスグローバルエクスプレス
EC事業部 山本 ＜10分＞

【2部】貿易の基礎知識の理解
        (株)ペガサスグローバルエクスプレス

EC事業部 德田 ＜20分＞



アジェンダ

◆クーリエ/国際輸送業者とは
◆料金算出の仕組み
◆輸送コスト
◆貿易ノウハウ
◆ペガサスグローバルエクスプレスの紹介



クーリエとは：国際宅配便のこと

・小口貨物や急ぎの荷物を効率的かつ迅速に運送するために利用されており
通常クーリエ輸送では0.5kg～約30kg以内の商品がクーリエで発送され
逆に30kg以上になると輸送コストでは海上輸送や航空輸送が安くなることが一般的ですが
商品の特徴や送る国によっては300kg迄はクーリエを活用したほうが安くなるケースもあります。

・クーリエ輸送は、専門のクーリエ会社や物流業者によって提供されます。これらの会社は、特定の地域や都市内
で迅速な輸送サービスを提供するために、自社の専用の配送員や車両ネットワークを有しています。

・クーリエ輸送は通常、注文者からの依頼を受けてから最終的な配達先までの一貫した運送プロセスを含みます。
(ドア2ドア)

・クーリエ輸送は、時間の制約が厳しい場合や物流の効率性が求められる場合に特に便利です。また、eコマースの
成長に伴い、オンラインでの注文や商品の配送がますます一般的になっており、クーリエ輸送の需要も増加してい
ます。

・クーリエの特徴としては一般貿易におけるフォーマル通関ではなく金額や取引内容によってはマニフェスト申告

が出来ることが最大の特徴である。

特徴



国際輸送業者とは

★日本発 海外向け小口荷物の約90.0％は、上記業者を使用して輸出している・・・。

            ＊小口荷物の定義は、30.0kg以内の手で運べる荷物の事。



どのように国際輸送サービスを選ぶのか？

★各エリアに強い国際宅配業者を使い分けることがポイント



各クーリエ会社の特徴

DHL社：スピーディーな配送を実現するための多様なサービスを展開しており、220以上の国と地域に対応
できるなどカバー範囲も充実しています。世界中のあらゆる国と地域に発送できるので、EMSでは対応でき
ない国に荷物を届ける際にも活躍するでしょう。

FedEx社：「プライオリティサービス」と「エコノミーサービス」と「コネクトサービス」の３種類が用意
されており、さらにプライオリティサービスには4種類、エコノミーサービスには2種類の詳細なプランの設
定があります。

UPS社:オプションが豊富で荷物の追跡が細かくできるので、なるべくリアルタイムに近い状
態  で荷物の状況を把握しておきたい方にはおすすめ 。

EMS:クーリエは輸出品として扱われますが、EMSは国際郵便として扱われるクーリエは税
関に対して輸出入申告が必要になりますが、EMSは基本的に不要
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料金の算出の仕組み

★国内

★海外

※実重量もしくは
容積重量のどちら
か重たい方の請求



国内EC出荷と越境EC出荷の違い

★国内の出荷方法

海外伝票

★海外の出荷方法

国内伝票 国内用 段ボール 国内出荷へ

＋

＋

海外出荷へ

インボイス

＋

海外用 段ボール
＊強度が強い
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料金の算出の仕組み

1kg1,000円の場合

58x56x53÷5000=34.4288(34.5kg)

56x52x53÷5000=30.8672(31kg)

34,500円

31,000円



輸送料金の違い

大きさや重さで最適な輸送会社
は変動します
目的地と梱包状態でも最適な輸
送会社は変動します



PEGASUSが窓口になることで・・・。

Day0～

発注及び手配

Day1～

海外への発送

Day1

輸出通関、フライト

Day2～

輸出通関

Day2～

配送

EC
セラー

＊複数の国際宅配業者を
一つの窓口で展開する
代行輸送サービス

海上便、航空便へのモードチェンジが可能

お客様直送

海外現地法人

営業倉庫

★一つの窓口で多種多様で最適な国際輸送サービスの利用が実現できる

国内
倉庫

P3

海外ローカルサービスによる輸送
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通関について

日本             アメリカ

＜ 日本税関 ＞          ＜ US税関 ＞

輸出申告

 ↓

輸出許可

輸入申告

 ↓

輸入許可

輸入規制

関税

・安全を守るため

・産業を守るため貿易が難しい理由は、国をまたいでモノを移動させるので

通関手続き（通関規制）で取り扱いできないものがあること

【ポイント】ビジネス開始時に取り扱い可否を確認しておくことが重要



発送に注意が必要な商材はどれでしょうか？



発送可否の確認の3つのポイント

日本             アメリカ

＜ 日本税関 ＞          ＜ US税関 ＞

①輸出できるか ②航空機に搭載できるか ③輸入できるか

・ワシントン条約

絶滅危惧種の保護

・輸出貿易管理令

武器開発につながる技術や機

器の流出を防ぐ

・検疫          

・危険品

安全な輸送の確保

国際航空法（IATA）の基準で

航空機に搭載しても安全なもの

かどうか

・FDA

・TSCA

・レイシー法

・食品輸入ライセンス

・検疫

どのような理由で貨物が発送できない可能性があるのかを知ることが重要



①輸出できるか ②航空機に搭載できるか ③輸入できるか

輸出貿易管理令

危険品

輸入ライセンス

植物検疫

FDA

どのポイントに該当するかで、対応方法が異なる

ワシントン条約

レイシー法

植物検疫

TSCA



事例①危険品の輸送

■電池

Switchの場合、

本体1個とリモコン2個で

バッテリー数が合計3個

EMSでは発送不可、DHLは発送可能

■炭：可燃物扱いで危険品

正しい知識を持つことで、トラブルを回避すること、発送ができる可能性が拡がる



事例②お酒の輸送

〇 ×
日本酒は発送できるが

ウォッカは発送不可

■ポイント① お酒は危険品 取り扱いができる輸送方法を把握しておく必要がある

■ポイント②現地の輸入規制 小口輸送の優遇制度を活用して発送する！

お酒は輸入時にライセンスや検疫の対象の可能性が高い商材（国によって規制は異なります）

台湾の場合、基本的にはお酒の輸入には「輸入ライセンス」が必要ですが、

個人（小口）発送の場合は、5Lまでであれば輸入ライセンスがなくても輸入が可能

例）サンプルで720mlの日本酒を12本送りたいが、輸入者がライセンスがない

個人宛で6本（720ml×6＝4.32L）ずつ2回に分けて送る 【小口輸送制度の活用】

※同じ日に発送すると、輸入通関で合計12本となるので、発送日をずらすのがコツ！

※1容器：5リットル以下



事例③輸出入時の規制：化粧品

■ポイント① ワシントン条約：絶滅のおそれのある野生動植物の保護を目的とした条約

■ポイント② FDA（アメリカ食品医薬品局）：食品や医薬品をはじめ人体の安全を守る目的の機関

体内に入るものだけではなく、塗布するものなど人体に触れるものが全般に対象

対象品目：食品・医薬品・医療機器・化粧品・食器など ※ペット用品も該当

事前申告書（PRIOR NOTICE）の提出が必要

どこにどんなものを送るのか、製造元の情報などをFDAサイトにて登録する

化粧品に含まれる成分（原材料）が輸出入で制限されている種類の可能性がある

例）蘭 経済産業省のワシントン条約に関するサイト内で確認



事例④アメリカの輸入規制品

■事例①万年筆：インク＝化学物質の為「TSCA：有害物質規制法」に該当する

※化学物質だけではなく、化学物質を含む製品が対象

対象品目：接着剤・インク・プラスチック製品・ゴム製品など

TSCAフォーム（TSCA Certification）を提出

輸送会社のサイト上でフォームや記入例を入手可能

■事例②木製キッチン用品：木材製品は違法伐採の規制法「レイシー法」に該当する

野生生物・製品の違法な取引を防止することを目的とする法令

対象品目：野生生物・木材・木製品

PPQフォーム505の提出

木材の種類・学術名・伐採地などを記入

現地の輸入通関は、基本的に荷受人様＝輸入者が対応しないといけない

事前に必要な情報や書類を準備しておくことで、通関がスムーズに行うことができる



アメリカの法令など

■FDA（Food and Drug Administration）： アメリカ食品医薬品局

日本の厚生労働省にあたる機関

食品や医薬品を始め人体の健康に影響があるものが対象

■TSCA（Toxic Substances Control Act）：有害物質規制法

化学物質や化学物質を含有する製品が対象

ペン（インク）、プラスチック製品など

■Lacy Act：レイシー法

木材製品全般が対象

合法伐採木材の輸入規制、木材の種類、伐採場所などの申告が必要

■繊維製品

材質や形状（織り/編み）、原産国の記載
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